
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年５月９日 

学校名 福井市円山小学校       

校長氏名 黒川暢子          

１ 今年度の目標（学校の約束） 

１ 目標(学校の約束) 

   ①省エネルギー・省資源活動が体験できる授業や円山の自然環境を学ぶ学習を行う。 

   ②学校で節電・節水・ごみの減量に努めます。 

   ③地域と連携しリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

２ 取り組み内容 

   ①環境学習 

     ・各教科で、環境に関する授業に取り組む。 

     ・持ち物を大切にし、落とし物を減らすように指導する。 

 

   ②節電・節水・ごみ減量の取組 

    ・月 1 回環境チェックを行い、児童の意識を高める。 

    ・ごみを分別して捨てるために、教室に段ボールや紙袋を用意する。 

    ・年に 2 回、クラスで自分達のできるエコ活動を行う週間を設ける。 

 

   ③地域と連携して分別回収 

    ・アルミ缶や古紙の回収をＰＴＡや地域と連携して実施します。また、事前にごみの減量やリサイク

ルについて学びます。 



 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

②の取組では、資源は限られており、大切に使用することで長く資源を有効に使えることを理解する。 

(有限性) 
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平 成 ２ ７ 年 １ 月 ２ ３ 日

福 井 市 学 校 版 環 境 Ｉ Ｓ Ｏ 実 施 報 告 書

学 校 名 円 山 小 学 校

１ 今 年 度 の 目 標 (学 校 の 約 束 )
① 省 エ ネ ル ギ ー ・ 省 資 源 活 動 が 体 験 で き る 授 業 や 円 山 の 自 然 環 境 を 学 ぶ 学 習 を 行 い

ま す 。
② 学 校 で 節 電 ・ 節 水 ・ ご み の 減 量 に 努 め ま す 。
③ 地 域 と 連 携 し リ サ イ ク ル に 努 め ま す 。

２ 取 組 内 容

① 4 年 生 の 校 外 学 習 で の 東 山 運 動 公 園 の 熱 循 環 シ ス テ ム の 説 明
福 井 市 ク リ ー ン セ ン タ ー の ゴ ミ 焼 却 余 熱 を 、 温 水 プ ー ル ・ 冷 暖 房 ・ 給 湯 な ど 全 館
で 利 用 し て い る こ と 、 省 エ ネ に 大 き く 寄 与 し て い て 、 環 境 に 優 し い 施 設 で あ る こ
と の 説 明 を 受 け ま し た 。 日 野 川 浄 化 セ ン タ ー の 見 学 に も 行 き ま し た 。

② 節 電 ・ 節 水 ・ ご み の 取 組
・ 節 水 や 節 電 の ポ ス タ ー を 掲 示 し ま し た 。 毎 月 、 各 ク ラ ス で 環 境 チ ェ ッ ク を 行 い

ま し た 。 さ ら に 、 ６ 月 と １ １ 月 の 二 回 、 エ コ 活 動 週 間 を 設 定 し 、 各 ク ラ ス で 目
当 て を 考 え て 取 り 組 み ま し た 。

（ 自 分 の 家 で の 節 電 の 取 組 ） （ 学 年 ご と の 環 境 チ ェ ッ ク 集 計 ）

③ 地 域 と 連 携 し た 取 組
・ Ｐ Ｔ Ａ と 学 校 で 、 年 ２ 回 の 資 源 回 収 と 年 ６ 回 の 空 き 缶 回 収 を 行 い ま し た 。

(資 源 回 収 ) （ 空 き 缶 回 収 ）
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★ Ｅ Ｓ Ｄ ポ イ ン ト

② の 節 電 ・ 節 水 ・ ご み の 減 量 で は 、 資 源 は 限 ら れ て お り 、 大 切 に 使 う こ と が 、 資
源 を 有 効 に 使 う こ と に つ な が る こ と を 理 解 す る こ と が で き ま し た 。 (有 限 性 )

３ 見 直 し

【 具 体 的 効 果 】
① 校 外 学 習 で 、 日 野 川 浄 化 セ ン タ ー や 東 山 運 動 公 園 を 見 学 し て 、 自 然 環 境 を 学 習 す
る こ と に よ り 、児 童 の 中 に 自 然 環 境 を 大 切 に し よ う と す る 意 識 が 育 っ て き ま し た 。

② 児 童 一 人 一 人 が 心 が け る こ と に よ り 、 省 エ ネ の 意 識 が 根 付 い て い ま す 。
③ 資 源 回 収 や 空 き 缶 回 収 な ど 、 リ サ イ ク ル 活 動 が 地 域 に 定 着 し 、 協 力 す る 家 庭 が 多

く な っ て き て い ま す 。

【 改 善 点 】
① 保 護 者 や 地 域 の 方 に も 、 学 校 で の 取 り 組 み を 今 ま で 以 上 に 広 め て 、 地 域 の 環 境 に

対 す る 意 識 を 高 め て い き た い 。
② 活 動 の 状 況 に つ い て 、 児 童 と 話 し 合 う 時 間 を 設 け 、 教 師 と 児 童 が と も に 考 え な が

ら 活 動 を 進 め て い く よ う に し て い き た い 。


